
 
報道関係者各位 

株式会社 obniz 
2022 年 8 ⽉ 23 ⽇ 

IoT プラットフォームを展開する株式会社 obniz 

第 3 者割当増資および銀⾏借⼊で総額 3.5 億円の 

資⾦調達を実施 
 
株式会社 obniz(オブナイズ)（本社：東京都豊島区／代表取締役：佐藤雄紀、以下「当社」） 
は、このたび株式会社東京⼤学エッジキャピタルパートナーズ、Kajima Ventures Pte. 
Ltd.、⻄武しんきんキャピタル株式会社、みずほキャピタル株式会社を引受先とする第 3 者
割当増資を実施いたしました。また、株式会社商⼯組合中央⾦庫から融資を受け、総額 3.5
億円のシリーズ B ラウンドとなる資⾦調達を 2022 年 7 ⽉ 29 ⽇に完了したことをお知らせし
ます。なお、シリーズ B ラウンドを含めた第 3 者割当増資による資⾦調達の累計は、約 5.6
億円となります。 

 
 当社は、2014 年に設⽴したスタートアップであり、⽇⽶で特許を取得した独⾃のテクノロ
ジーを⽤いた IoT プラットフォーム「obniz（オブナイズ）」を開発・提供しています。IoT
開発には、ハードウェア設計、ファームウェア設計、ネットワーク設計、およびクラウドの
設計と環境の構築に、それぞれ異なる専⾨的知⾒とプログラミング⾔語を⽤いた開発が必要
となります。さらに開発の効率化の観点から⾼性能 CPU および OS が⽤いられることで、
IoT 開発・運⽤のコストが⾼まり、開発者の絶対数が少ない状況も相まって、IoT 普及のボト
ルネックとなっています。そこで、当社はこれらの課題を解決すべく、独⾃の「ファームウ
ェアレス技術」を⽤いて、安価なマイコンを⽤いながら、クラウドで演算することで⾼性能
CPU に匹敵する開発の⾃由度と効率化を実現した IoT 開発・運⽤⽀援システム「obniz」
を、個⼈・法⼈向けに提供し IoT 普及に取り組んでいます。 
 
 2020 年 5 ⽉には、法⼈へのサービス提供を本格化し、短期間での IoT サービスの⽴ち上げ
を実現する「obniz BLE ゲートウェイ」が主⼒製品となりました。同年の 8 ⽉には、⿅島建
設株式会社に採⽤を頂き、建設現場で活⽤中のリアルタイム現場管理システム『3D K-



 

Field』のデータ転送に関わる IoT部分に活⽤され、システム導⼊および保守・管理コストの
削減に貢献しています。 
 
 「obniz BLE ゲートウェイ」は、BLEデバイスのデータの収集から IoT サービスへの連携
を短期間・低コストで実現する IoT ゲートウェイです。データの収集とクラウド連携に機能
を絞ることで、他の IoT ゲートウェイや、BLE ゲートウェイに⽐べて優位な低価格化および
操作の簡略化を実現しました。ハードウェア、ネットワーク、クラウド機能を汎⽤プラット
フォームとして提供することで、IoT 開発の⼯程を⼤幅に省き、IoT サービスの構築に必要な
IT 知識と⼤規模な開発体制なしでも、IoT システムまたは IoT サービスの⽴ち上げ、運⽤が
可能なインフラの提供を実現しています。 

資⾦調達の⽬的と今後の展望 

 本ラウンドで調達した資⾦は、IoT 開発プラットフォーム「obniz」の開発を加速するため
の資⾦に充当する予定です、汎⽤プラットフォームとしての特徴を⽣かした開発伴⾛型のサ
ービス提供モデルにより、obniz の技術と他社製品・サービスとの連携によるシナジー効果を
発⽣させ売上規模の拡⼤を⽬指します。また、顧客ニーズに迅速に応えるため、開発・セー
ルス・カスタマーサクセスなどの⼈員獲得および体制拡充の実施、obniz の認知向上へのマー
ケティング、海外展開など、当社事業の成⻑を加速させるための資⾦として積極的に投資を
実施します。 
 
 なお、今後は、当社が、これまで導⼊を進めていた、建設・ヘルスケアなど特定の業界・
業種のほかに、今後ますます拡⼤が期待される、在宅医療や⾒守り、施設や設備の IoT な
ど、国内のより多くの業界・業種に obniz を利⽤いただくべく事業を推進します。また、更
に⼤きな市場が⾒込まれる海外への展開にも取り組んで参ります。 
 
 この度の資⾦調達により、当社がビジョンとして掲げる『Make Everything Online』の実
現に向けた取組みを⼀層加速してまいります。また、当社独⾃の技術を進化させ、社会に貢
献する製品およびサービスを広く提供し、すべての⼈が IT の恩恵を享受できる世界を⽬指し
ます。 

投資家からのコメント（順不同） 

▼ 株式会社東京⼤学エッジキャピタルパートナーズ パートナー ⿊川尚徳 様 
「obniz のシリーズ B に追加投資をさせていただきました。同社の汎⽤性と拡張性の⾼い IoT
ソリューションの導⼊事例が順調に伸び、特に建設分野と医療分野のお客様に⾼くご評価い
ただいていることが追加投資の後押しとなりました。今回のラウンドでは既存株主に加え



 

Kajima Venturesさんというシナジーの⾼い強⼒な新規株主さんにもご出資いただいてお
り、建設分野の深堀のみならずグローバル展開の加速も共にサポートしていきたいと思いま
す。」 
 
▼ Kajima Ventures Pte. Ltd. プリンシパル ⼩林史明 様 
「⿅島建設では 2020 年より obniz のゲートウェイをリアルタイム現場管理システム『3D-K 
Field』と連携させ、活⽤してきました。独⾃の特許技術により IoT導⼊、保守・運⽤が簡便
である obniz は、現在では⿅島建設の現場管理において必要不可⽋な構成要素の⼀つとなっ
ています。⿅島グループの CVC である Kajima Venturesは、obniz が建設現場管理だけでな
く幅広い⽤途に適⽤される IoT プラットフォームのグローバルスタンダードに成⻑すること
を期待して出資しました。今回の出資を通じて、事業⾯での連携を更に深めるとともに、
obniz が進める国内外の建設・不動産分野の IoT 化を広くサポートしたいと考えています。」 
 
▼ ⻄武しんきんキャピタル株式会 投資営業部 シニアマネージャー 雙⽊隆康 様 
「IoT 開発のスタンダードになり得る技術があり、また利⽤企業からの評価も⾼いことから、
前回のシリーズＡラウンドに続いて、今般追加投資を⾏いました。IoT サービスの開発から運
営までの⽀援システムとして、ｏｂｎｉｚの利⽤企業の更なる拡⼤に期待しています。」 
 
 

 
＜株式会社 obniz について＞ 
「IoT」(Internet of Things)＝モノのインターネットの時代を先⾒し、2014 年に創業。 IoT
開発につきまとう複雑な⼯程や難解な知識を不要とする独⾃のテクノロジーと専⽤クラウド
サービスで、あらゆる⼈が IoT の恩恵を受けられる世界を⽬指しています。 
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